
児童８８人を救った避難階段

・小本小学校での津波避難訓練の中で、小学

生から避難路について改善の声が上がる。

・小学生や地域の皆さんの意見をいただき避
難通路の工事に反映し、短期間で完成。

・東日本大震災による
津波は、小本小学校
にまで達したが、児童
８８人は避難階段を駆
け上がり、無事に広場
に避難した。

○日本テレビのズ－ムインス－パ－
（H23.3.24）において、「子供たちの命
救った階段」として紹介。

○産経新聞(H23.3.21)において、「児童
８８人救った避難階段」として掲載。

○小本小学校高橋副校長によると、階段
のおかげで避難時間が５～７分短縮で
きた。あと１０分避難が遅れていたら
少なくとも何人かはけがをしていたか
もしれない。と高い評価。
（上記産経新聞より）
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